
―
―
―
二
〇
〇
七
年
度
の
展
望

新
た
な
出
発

学

長

池

田

紘

一

長
崎
外
国
語
大
学
も
長
崎
外

国
語
短
期
大
学
も
、
本
年
四
月

か
ら
、
教
育
の
い
っ
そ
う
の
充

実
を
目
指
し
て
大
き
く
変
わ
り

ま
し
た
。

大
学
で
は
、
二
年
生
か
ら
専

門
コ
ー
ス
に
所
属
し
て
、
一
つ

の
外
国
語
と
そ
の
国
や
地
域
の

文
化
を
中
心
に
学
ぶ
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
本
年
度
か

ら
は
コ
ー
ス
編
成
を
見
直
し
、

従
来
の
英
語
イ
ギ
リ
ス
文
化
と

英
語
ア
メ
リ
カ
文
化
の
二
コ
ー

ス
を
「
英
語
英
米
文
化
コ
ー

ス
」
に
一
本
化
し
ま
し
た
。

英
語
教
員
全
員
が
総
力
を
結

集
し
、
一
丸
と
な
っ
て
、
本
物

の
英
語
力
を
鍛
え
る
た
め
で
す
。

ま
た
、
英
語
は
全
学
生
が
一
年

次
に
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
毎
日

学
習
す
る
重
要
な
科
目
で
も
あ

り
、
こ
れ
に
今
ま
で
以
上
に
力

を
傾
注
す
る
た
め
で
も
あ
り
ま

す
。
ち
な
み
に
、
一
年
次
に
は

全
学
生
が
、
ド
イ
ツ
語
、
フ
ラ

ン
ス
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
中
国

語
、
日
本
語
（
留
学
生
用
）
の

中
か
ら
一
つ
の
外
国
語
を
選
ん

で
、
や
は
り
月
曜
か
ら
金
曜
ま

で
毎
日
授
業
を
受
け
ま
す
。
複

数
外
国
語
を
徹
底
し
て
学
び
複

眼
的
な
視
点
を
養
う
と
い
う
本

学
の
特
色
を
生
か
す
た
め
で
す
。

さ
ら
に
、
英
語
英
米
文
化
、

ド
イ
ツ
語
ド
イ
ツ
文
化
、
フ
ラ

ン
ス
語
フ
ラ
ン
ス
文
化
、
ス
ペ

イ
ン
語
ス
ペ
イ
ン
文
化
、
中
国

語
中
国
文
化
、
日
本
語
日
本
文

化
の
各
コ
ー
ス
に
加
え
て
、
本

年
度
か
ら
新
た
に
「
比
較
社
会

文
化
コ
ー
ス
」
を
設
け
ま
し
た
。

外
国
語
大
学
国
際
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
を
標
榜
し
、

異
文
化
を
対
象
と
し
て
い
る
以

上
、「
比
較
」
は
ど
の
コ
ー
ス

に
お
い
て
も
重
要
な
観
点
で
す

が
、「
比
較
社
会
文
化
コ
ー
ス
」

は
こ
の
観
点
に
焦
点
を
絞
り
、

特
定
の
言
語
や
地
域
の
境
界
を

越
え
て
多
角
的
に
も
の
を
見
る

目
を
養
う
こ
と
が
狙
い
で
す
。

民
俗
、
法
、
宗
教
、
歴
史
、
教

育
な
ど
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

社
会
的
側
面
に
力
点
を
置
き
、

実
地
調
査
や
聞
き
取
り
調
査
を

重
ん
じ
、
外
国
語
大
学
に
外
国

語
の
枠
に
と
ど
ま
ら
な
い
厚
み

と
豊
か
さ
を
加
え
る
こ
と
を
意

図
し
て
い
ま
す
。

短
期
大
学
は
英
語
学
科
の
み

の
一
学
科
で
す
が
、
コ
ー
ス
を

「
こ
ど
も
英
語
コ
ー
ス
」
と

「
キ
ャ
リ
ア
英
語
コ
ー
ス
」
の

二
コ
ー
ス
に
分
け
、
こ
れ
に
合

わ
せ
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
大
幅

に
改
め
ま
し
た
。
将
来
の
進
路

へ
の
明
確
な
目
的
意
識
を
も
っ

て
英
語
を
学
ぶ
た
め
で
す
。

「
こ
ど
も
英
語
コ
ー
ス
」
は
、

昨
今
重
要
視
さ
れ
て
い
る
低
年

齢
児
か
ら
の
英
語
教
育
の
専
門

家
を
育
成
す
る
の
が
狙
い
で
す
。

中
学
英
語
教
員
免
許
状
取
得
に

加
え
て
、
保
育
士
国
家
試
験
の

試
験
対
策
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
も

行
い
ま
す
。

「
キ
ャ
リ
ア
英
語
コ
ー
ス
」

は
、
特
に
観
光
・
ホ
テ
ル
・
エ

ア
ラ
イ
ン
関
係
の
職
業
を
視
野

に
入
れ
て
英
語
を
学
び
ま
す
。

日
韓
の
交
流
の
深
ま
り
と
長
崎

の
地
理
的
特
性
を
顧
慮
し
て
、

英
語
以
外
に
全
員
が
韓
国
語
を

集
中
的
に
学
ぶ
の
も
こ
の
コ
ー

ス
の
特
色
で
す
。

さ
ら
に
特
記
す
べ
き
は
、
こ

の
コ
ー
ス
で
は
「
旅
程
管
理

官
」（
国
内
・
国
外
添
乗
員
）

の
国
家
資
格
を
授
業
内
で
取
得

で
き
る
こ
と
で
す
。
実
は
わ
が

長
崎
学
院
は
昨
年
末
、
九
州
で

は
唯
一
、
学
校
法
人
と
し
て
は

全
国
で
初
め
て
、
国
土
交
通
大

臣
指
定
「
旅
程
管
理
研
修
機

関
」
の
認
可
を
受
け
ま
し
た
。

こ
れ
は
一
般
社
会
人
に
開
か
れ

た
研
修
機
関
で
す
が
、
短
大
生

は
特
別
に
コ
ー
ス
内
の
授
業
と

し
て
受
講
で
き
る
の
で
す
。
そ

の
た
め
の
海
外
研
修
も
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
に
組
み
込
ま
れ
て
い

ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
二
〇
〇
七
年

度
は
、
大
学
と
短
大
の
新
た
な

船
出
の
年
で
す
。
二
年
生
以
上

の
学
年
は
引
き
続
き
従
来
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
に
拠
り
ま
す
が
、

こ
の
改
革
の
精
神
は
、
全
学
年

に
浸
透
さ
せ
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。

し
か
し
、
す
べ
て
を
絵
に
描

い
た
餅
に
終
わ
ら
せ
な
い
こ
と
、

こ
れ
が
肝
要
で
す
。
特
に
本
誌

創
刊
号
で
述
べ
ま
し
た
「
語
学

力
」
と
「
人
間
力
」
の
養
成
と

い
う
本
学
の
教
育
目
標
、
特
に

「
人
間
力
」
の
育
成
は
容
易
な

こ
と
で
は
実
現
不
可
能
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
学
生
の
意
識

改
革
と
全
学
を
あ
げ
た
学
生
支

援
が
必
要
で
す
。
そ
し
て
何
よ

り
も
こ
の
よ
う
な
方
針
に
対
す

る
保
護
者
の
理
解
と
協
力
が
不

可
欠
で
す
。
一
致
協
力
し
て
、

目
標
の
実
現
に
邁
進
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

長崎外国語大学・長崎外国語短期大学だより

ぶどうの樹
発 行 者 長崎学院
企画・編集 総務課企画広報係
〒８５１‐２１９６
長崎市横尾３‐１５‐１
TEL０９５‐８４０‐２０００�
FAX０９５‐８４０‐２００１
kikaku@tc.nagasaki-gaigo.ac.jp
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『『
旅旅
程程
管管
理理
研研
修修
』』のの
ごご
案案
内内

学
校
法
人
長
崎
学
院
（
長
崎
外

国
語
短
期
大
学
）
は
�
添
乗
員
／

ツ
ア
ー
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
�
に
必
須

の

『
旅
程
管
理
主
任
者
』
資
格

の
研
修
機
関
と
し
て
国
土
交
通
大

臣
へ
の
登
録
を
完
了
し
、
平
成
１９

年
４
月
よ
り
研
修
を
開
始
い
た
し

ま
す
。

学
校
法
人
と
し
て
は
全
国
で
は

じ
め
て
、
ま
た
国
土
交
通
省
九
州

運
輸
局
管
内
で
も
は
じ
め
て
の
研

修
機
関
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
�
添
乗
員
／
ツ

ア
ー
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
�
を
目
指
す

学
生
は
も
と
よ
り
、
旅
行
業
に
関

心
を
持
ち
、
旅
程
管
理
主
任
者
資

格
を
取
得
し
た
い
と
考
え
る
み
な

さ
ま
の
希
望
の
実
現
に
貢
献
で
き

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

・
旅
程
管
理
主
任
者
資
格
の
概
要

平
成
１７
年
４
月
１
日
の
旅
行
業

法
改
正
に
よ
り
、
旅
程
管
理
業
務

の
義
務
付
け
範
囲
が
拡
大
し
ま
し

た
。
今
ま
で
旅
程
管
理
主
任
者
に

よ
る
添
乗
の
必
要
が
な
か
っ
た
修

学
旅
行
や
職
場
旅
行
等
も
受
注
型

企
画
旅
行
と
し
て
国
土
交
通
大
臣

の
登
録
を
受
け
た
登
録
研
修
機
関

が
実
施
す
る
旅
程
管
理
研
修
を
修

了
し
、
か
つ
国
土
交
通
省
令
で
定

め
る
旅
程
管
理
業
務
に
関
す
る
実

務
の
経
験
を
有
す
る
旅
程
管
理
主

任
者
の
添
乗
が
必
要
と
な
り
ま
し

た
。そ

の
た
め
旅
程
管
理
主
任
者
資

格
は
、
今
後
需
要
の
高
ま
り
が
予

想
さ
れ
る
資
格
で
あ
り
、
今
回
の

研
修
機
関
登
録
は
、
長
崎
県
内
は

も
と
よ
り
、
九
州
の
観
光
振
興
に

貢
献
で
き
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

・
資
格
取
得
に
つ
い
て

資
格
取
得
に
は
「
基
礎
研
修
」

と
「
旅
程
管
理
研
修
（
国
土
交
通

省
令
に
お
い
て
明
示
さ
れ
た
基
準

に
よ
る
研
修
）」
及
び
「
実
地
研

修
」
が
必
要
で
す
。
本
学
院
で
は

特
に
長
崎
外
国
語
短
期
大
学
の
学

生
に
向
け
た
週
１
回
程
度
の
講
座

及
び
実
地
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設

け
、
１
年
間
で
全
研
修
課
程
の
修

了
を
目
指
し
ま
す
。
そ
の
他
短
期

大
学
生
以
外
の
方
も
受
講
で
き
る

集
中
研
修
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

●
平
成
十
九
年
度
『
旅
程
管
理
研

修
』
研
修
生
募
集
に
つ
い
て

□
学
校
法
人
長
崎
学
院
は
、
平
成

十
九
年
四
月
よ
り
国
土
交
通
大
臣

の
登
録
機
関
と
し
て
『
旅
程
管
理

研
修
』
を
実
施
し
ま
す
。

□
研
修
受
講
希
望
の
方
は
、
要
項

な
ど
で
受
講
で
き
る
日
時
を
確
認

し
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

【
旅
程
管
理
研
修

科
目
】

〈
旅
行
業
法
令
と
約
款
〉

旅
行

業
法
令

標
準
旅
行
業
約
款

〈
国
内
添
乗
（
業
務
）
実
務
〉

ツ
ア
ー
準
備
・
終
了
時
の
業
務

バ
ス
、
航
空
機
、
列
車
の
添
乗

他〈
海
外
添
乗
（
業
務
）
実
務
〉

出
入
国
に
関
す
る
手
続
き

空

港
・
ホ
テ
ル
・
観
光
地
で
の
業
務

他
〈
添
乗
英
語
〉

添
乗
業
務
に
関

す
る
英
会
話

※
科
目
毎
に
「
修
了
テ
ス
ト
」
を

実
施
し
ま
す
。

【
受
講
料
】
要
項
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

※
本
学
の
在
学
生
（
大
学
）・
卒

業
生
で
受
講
希
望
の
方
は
一
般
の

受
講
料
と
異
な
り
ま
す
の
で
事
務

局
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

【
実
施
場
所
】

長
崎
外
国
語
短
期
大
学
キ
ャ
ン
パ

ス【
実
務
添
乗
・
研
修
旅
行
】

５
〜
８
日
の
研
修
旅
行
を
年
間
数

回
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

都
合
の
良
い
日
程
を
選
ん
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

参
加
者
が
少
な
い
日
程
に
つ

い
て
は
実
施
で
き
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。

○
費

用：

￥
１
２
０
、０
０
０

〜
￥
２
８
０
、０
０
０
程
度

○
研
修
先：

ア
ジ
ア
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
、
北
米
な
ど

（
詳
細
は
講
座
内
な
ど
で
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
）

～あれから８０年 きずな未来へ～

主催：長崎歴史文化博物館
共催：長崎新聞社 ＫＴＮテレビ長崎

昭和２年（１９２７）、日米親善交流を願って、
アメリカのシドニー・ギューリック牧師の呼
びかけで日本の子どもたちに約１２，０００体の青
い目の人形が贈られました。その答礼として、
我が国から渋沢栄一らが中心となり「長崎瓊
子」と名づけられた長崎の人形を含む日本人
形５８体がアメリカへ渡りました。ところが、
太平洋戦争によって青い目の人形たちは大部
分が処分される憂き目に遭い、現在では３００
体ほどが確認されるだけとなっています。
このたびの企画展は、日本全国にいまなお

大切に保管されているこれらの人形をできる
だけ再会させ、また長崎県が贈った長崎瓊子
が里帰りする機会を通して、改めて日米両国
の友好と、広く各国との交流、未来を担う子

どもたちの国際交流、世界の平和の大切さに
ついて考える趣旨で開催するものです。

■期間：２００７年４月７日�
～６月１０日�

■会場：長崎歴史文化博物館
３階企画展示室

■開館時間：８：３０～１９：００
■講演会（本学関連）
松本汎人長崎学院理事長 講演会
５月５日�１４時～１５時
１階ホール（定員１４０名）
■休館日：４／１７�、５／１５�、

６／５�
■観覧料：大人８００円（６４０円）、

高校生６００円（４８０円）、
小・中学生５００円（４００円）

※（ ）内は前売り、団体１５名以上の場合、手
帳割引料金そのほか常設展も観覧できる共通
チケットも館内にて販売中（当日券のみ）。
その他の関連各種イベント等（講演会、特
別講演会、ワークショップ、コンサート、ア
クセス他）については「長崎歴史文化博物館
ホームページ」をご覧ください。
http://www.nmhc.jp/index.html

●長崎外国語大学・長崎外国語短期大学協賛
たま こもう一つの

日米交流史『『青青いい目目のの人人形形とと長長崎崎瓊瓊子子展展』』

第 ２ 号 �２ぶ ど う の 樹２００７年４月１０日
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―
２
０
０
６
年
度
全
学
ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝
―

去
る
１２
月
１９
日
、
本
学
ホ
ー
ル

を
会
場
に
全
学
ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝

が
行
わ
れ
、
大
学
・
短
大
の
学
生
、

教
職
員
・
役
員
が
と
も
に
イ
エ

ス
・
キ
リ
ス
ト
の
御
降
誕
を
お
祝

い
し
ま
し
た
。

外
語
大
・
短
大
の
ク
リ
ス
マ
ス

は
、
各
言
語
コ
ー
ス
・
ク
ラ
ス
の

外
国
語
の
ク
リ
ス
マ
ス
・
キ
ャ
ロ

ル
合
唱
に
よ
る
賛
美
礼
拝
と
い
う

ス
タ
イ
ル
が
恒
例
に
な
っ
て
い
ま

す
。
今
年
も
参
加
者
全
員
で
歌
う

日
本
語
の
ク
リ
ス
マ
ス
賛
美
歌
に

加
え
て
、
多
言
語
に
よ
る
賛
美
の

歌
声
が
満
員
御
礼
の
ホ
ー
ル
い
っ

ぱ
い
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

礼
拝
は
小
西
哲
郎
学
院
宗
教
主

任
の
司
会
で
始
め
ら
れ
、
全
員
で

「
き
よ
し
こ
の
よ
る
」
を
歌
っ
た

あ
と
、
宗
教
委
員
の
大
岩
秀
紀
助

教
授
が
新
約
聖
書
を
朗
読
し
ま
し

た
。
そ
し
て
英
語
（
ア
メ
リ
カ
）

コ
ー
ス
が“Joy

to
the

W
orld”

、

フ
ラ
ン
ス
語
・
ド
イ
ツ
語
コ
ー
ス

が
合
作
で“L

es
anges

dans
nos

cam
pagnes”

、“L
eise

rieselt
der

Schnee”

、
ス
ペ
イ
ン
語
コ
ー

ス
が
「
こ
も
り
う
た
」
、
英
語
（
イ

ギ
リ
ス
）
コ
ー
ス
が“Suo

G
an”

の
各
曲
他
を
コ
ー
ラ
ス
し
ま
し
た
。

続
い
て
友
納
靖
史
長
崎
バ
プ
テ
ス

ト
教
会
牧
師
の
ク
リ
ス
マ
ス
・

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
は
さ
ん
で
、
短
大

韓
国
語
ク
ラ
ス
が
「
救
い
主
が
生

ま
れ
た
」、
初
出
場
の
職
員
チ
ー

ム

が“H
ail

H
oly

Q
ueen”

、
短

大
英
語
学
科
が“G
ood

K
ing

W
enceslas”

、
中
国
語
コ
ー
ス
が

「
明
天
会
更
好
」
の
各
曲
他
を
歌

い
ま
し
た
。
そ
し
て
再
び
一
同
で

「
ま
き
び
と
ひ
つ
じ
を
」
を
賛
美

し
、
最
後
は
友
納
牧
師
の
祝
祷
を

も
っ
て
約
一
時
間
半
の
礼
拝
を
終

了
し
ま
し
た
。

各
言
語
コ
ー
ス
・
ク
ラ
ス
か
ら

選
ば
れ
た
「
ク
リ
ス
マ
ス
聖
歌

隊
」
は
規
模
も
ま
ち
ま
ち
で
す
が
、

そ
れ
ぞ
れ
に
練
習
を
重
ね
、
衣
装

や
演
出
を
い
ろ
い
ろ
工
夫
し
て
い

て
、
客
席
か
ら
は
ど
の
グ
ル
ー
プ

に
も
大
き
な
歓
声
と
拍
手
が
上
が

り
ま
し
た
。
特
に
初
出
場
の
職
員

チ
ー
ム
は
、
激
務
の
合
間
の
練
習

だ
っ
た
の
で
、
全
員
揃
っ
た
の
は

本
番
の
時
だ
け
だ
っ
た
そ
う
で
す

が
、
練
習
の
甲
斐
あ
っ
て
会
場
を

盛
り
上
げ
ま
し
た
。「
全
学
ク
リ

ス
マ
ス
」
に
ふ
さ
わ
し
く
、
参
加

者
一
同
の
心
が
一
つ
に
な
っ
た
恵

ま
れ
た
一
時
で
し
た
。

（
文
責
・
小
西
哲
郎
）

本
学
同
窓
会
事
務
局
長
（
兼
本

学
短
期
留
学
生
科
目
「
実
習
・
日

本
の
伝
統
文
化
（
書
道
）」
非
常

勤
講
師
）
で
あ
る
出
口
す
ゞ
美
さ

ん
（
短
大
２２
回
生
卒
・
旧
姓
三

石
）
が
、
２
０
０
７
年
３
月
１
日

付
け
で
長
崎
書
道
会
の
審
査
会
員

（
審
査
員
）
に
選
ば
れ
た
（
書
道

会
で
は
雅
号
「
出
口
瑞
恵
」）。
２

年
前
に
は
女
性
初
の
第
２８
代
師
範

会
会
長
も
務
め
ら
れ
た
。（
元
本

学
事
務
局
長
、
故
大
越
龍
雄
さ
ん

〜
雅
号
「
大
越
龍
雲
」
〜
も
第
２０

代
師
範
会
会
長
で
あ
っ
た
。）
審

査
員
と
し
て
は
若
い
パ
ワ
ー
の
出

口
さ
ん
。
今
後
の
ご
活
躍
が
楽
し

み
で
あ
る
。

※
長
崎
書
道
会
・
・
昭
和
９
年
、
長
崎

新
聞
社
の
前
身
で
あ
る
長
崎
日
日
新
聞

の
社
会
的
還
元
事
業
と
し
て
書
道
を
通

じ
て
地
域
文
化
の
向
上
、
な
ら
び
に
子

供
た
ち
へ
の
幅
広
い
教
育
を
と
の
目
的

で
設
立
さ
れ
、
今
日
ま
で
半
世
紀
を
越

え
る
歴
史
を
刻
み
現
在
に
継
承
さ
れ
て

る
。

小
西

哲
郎

「
そ
れ
は
人
の
心
の
中
に
入
る
の

で
は
な
く
、
腹
の
中
に
入
り
、
そ

し
て
外
に
出
さ
れ
る
。」

（
マ
ル
コ
に
よ
る
福
音
書
七
章
一

九
節
）

後
世
の
人
々
は
、
こ
の
「
外
に

出
さ
れ
る
」
も
の
を
精
神
的
な
意

味
に
解
釈
し
て
き
ま
し
た
。
す
な

わ
ち
「
人
か
ら
出
て
来
る
も
の
こ

そ
、
人
を
汚
す
。
中
か
ら
、
つ
ま

り
人
間
の
心
か
ら
、
悪
い
思
い
が

出
て
来
る
」（
二
〇
、
二
一
節
）

の
だ
と
。
そ
れ
は
「
み
だ
ら
な
行

い
、
盗
み
、
殺
意
、
姦
淫
、
貪
欲
、

悪
意
、
詐
欺
、
好
色
、
ね
た
み
、

悪
口
、
傲
慢
、
無
分
別
」（
二
一
、

二
二
節
）
と
い
っ
た
罪
悪
で
す
。

し
か
し
こ
の
「
外
に
」
の
部
分

は
直
訳
す
れ
ば
「
ト
イ
レ
の
中

に
」
で
す
か
ら
、「
出
さ
れ
る
」

も
の
と
は
排
泄
物
、
平
た
く
言
う

と
「
う
ん
ち
」
を
指
し
て
い
た
は

ず
で
す
。
ユ
ダ
ヤ
教
の
さ
ま
ざ
ま

な
食
事
規
定
（
宗
教
的
な
清
浄
・

不
浄
と
か
）
を
背
景
に
、
食
べ
物

が
人
を
汚
す
の
で
は
な
い
、
そ
れ

は
腹
に
入
っ
て
ト
イ
レ
に
出
さ
れ

る
だ
け
だ
、
と
イ
エ
ス
は
言
っ
て

の
け
た
の
で
す
が
、
そ
の
元
来
の

ラ
ジ
カ
ル
さ
も
「
外
に
」
と
上
品

に
（
？
）
ぼ
か
し
て
訳
さ
れ
る
と

減
殺
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

（
学
院
宗
教
主
任
）

ト

ピ

ッ

ク

ス

２００７年４月１０日ぶ ど う の 樹� 第 ２ 号３



カ
ン
ペ
ー
ル
便
り

フ
ラ
ン
ス
語
フ
ラ
ン
ス
文
化
コ
ー
ス

三
年

荒
木

裕
子

ス
ペ
イ
ン
の
冬

ス
ペ
イ
ン
語
ス
ペ
イ
ン
文
化
コ
ー
ス

四
年

堀

若
菜

留
学
中
の
み
な
さ
ん
に
は
、
現

在
の
生
活
状
況
や
学
習
の
進
捗
な

ど
を
「
留
学
報
告
書
」
で
送
っ
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
現

在
留
学
中
の
方
の
も
の
か
ら
２
つ

（
フ
ラ
ン
ス
・
ス
ペ
イ
ン
）
を
紹

介
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の

�
今
�
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

カ
ン
ペ
ー
ル
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

は
観
光
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る

よ
う
で
、
週
末
に
な
る
と
カ
テ
ド

ラ
ル
や
観
光
案
内
所
、
み
や
げ
物

屋
付
近
は
観
光
客
で
賑
わ
い
ま
す
。

観
光
客
は
、
フ
ラ
ン
ス
各
地
か
ら

は
も
ち
ろ
ん
、
イ
ギ
リ
ス
や
ド
イ

ツ
か
ら
く
る
人
も
多
い
そ
う
で
す
。

ア
ジ
ア
人
観
光
客
は
、
私
は
ほ
と

ん
ど
見
か
け
た
こ
と
は
な
く
、
観

光
案
内
所
の
人
の
話
に
よ
れ
ば
、

カ
ン
ペ
ー
ル
に
は
日
本
人
観
光
客

は
良
く
来
る
け
ど
、
そ
の
ほ
か
の

ア
ジ
ア
人
は
ほ
と
ん
ど
来
な
い
と

の
こ
と
で
し
た
。
ち
な
み
に
、
日

本
人
観
光
客
に
「
カ
ン
ペ
ー
ル
焼

き
」
は
非
常
に
人
気
が
あ
っ
て
、

そ
の
ほ
か
に
は
近
く
の
ゴ
ー
ギ
ャ

ン
の
村
、
ポ
ン
タ
ヴ
ェ
ン
な
ど
に

も
よ
く
行
く
そ
う
で
す
。

街
全
体
は
、
半
日
で
歩
い
て
周

れ
る
程
度
で
す
が
、
カ
テ
ド
ラ
ル

を
中
心
に
、
お
店
や
レ
ス
ト
ラ
ン

が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
私
は
大
体

毎
週
街
を
歩
き
回
っ
て
い
ま
す
。

カ
ン
ペ
ー
ル
は
小
さ
い
お
店
が
多

く
、
街
に
出
る
た
び
に
新
し
い
発

見
が
あ
り
ま
す
。
先
日
は
、
普
通

の
パ
ン
屋

に
見
え
る

お
店
の
二

階
が
隠
れ

家
的
な
カ

フ
ェ
な
の

に
気
づ
き

ま
し
た
。

月
曜
日
〜

土
曜
日
の

午
前
中
の

マ
ル
シ
ェ
で
は
、
レ
ア
ル
と
呼
ば

れ
て
い
る
建
物
の
中
で
新
鮮
な
魚

介
類
、
野
菜
、
果
物
、
チ
ー
ズ
、

肉
類
な
ど
が
売
ら
れ
て
い
ま
す
。

な
か
に
は
日
本
人
が
働
い
て
い
る

寿
司
バ
ー
も
あ
り
ま
す
。

カ
ン
ペ
ー
ル
の
名
物
は
、
す
べ

て
手
作
業
で
作
ら
れ
る
カ
ン
ペ
ー

ル
焼
き
と
い
う
陶
器
類
、
そ
し
て

ク
レ
ー
プ
や
ガ
レ
ッ
ト
、
バ
タ
ー

を
た
く
さ
ん
使
っ
た
ガ
ト
ー
ブ
ル

ト
ン
と
呼
ば
れ
る
ケ
ー
キ
や
ビ
ス

ケ
ッ
ト
な
ど
で
す
。
陶
器
以
外
は

カ
ン
ペ
ー
ル
に
限
ら
ず
、
ブ
ル

タ
ー
ニ
ュ
地
方
の
特
産
で
す
。
ビ

ス
ケ
ッ
ト
は
バ
タ
ー
が
多
く
て
本

当
に
お
い
し
く
、
私
は
と
て
も
気

に
入
っ
て
い
ま
す
。

カ
ン
ペ
ー
ル
の
街
に
は
観
光
用

の
、
カ
ン
ペ
ー
ル
焼
き
の
絵
柄
が

塗
ら
れ
たPETIT

TR
A

IN

が
、
狭

い
路
地
に
も
侵
入
し
て
き
ま
す
。

最
近
は
ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
の

PETIT
TR

A
IN

に
サ
ン
タ
の
帽
子

を
被
っ
た
陽
気
な
運
転
手
、
後
ろ

の
方
に
は
ブ
ル
ト
ン
の
民
族
衣
装

を
着
た
お
じ
さ
ん
二
人
が
乗
っ
て

い
て
、
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
や
何
か

伝
統
的
な
楽
器
で
ブ
ル
ト
ン
系

（
ケ
ル
ト
系
？
）
の
音
楽
を
演
奏

し
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
街
中
を

運
行
し
て
い
ま
す
。

カ
ン
ペ
ー
ル
の
駅
か
ら
は
、
周

辺
の
フ
ィ
ニ
ス
テ
ィ
ー
ル
県
の
街

へ
行
く
バ
ス
が
出
て
い
て
、
私
は

前
の
バ
カ
ン
ス
で
そ
れ
を
利
用
し

て
ポ
ン
タ
ヴ
ェ
ン
（
片
道
１
時
間

半
）、
コ
ン
カ
ル
ノ
ー
（
片
道
１

時
間
）
な
ど
へ
行
き
ま
し
た
。
ま

た
海
や
、
フ
ラ
ン
ス
最
西
端
の

PO
IN

T
D

U
LA

Z

岬
に
も
行
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。
カ
ン
ペ
ー
ル
は
、

そ
う
い
っ
た
村
や
街
に
行
く
の
に
、

非
常
に
ア
ク
セ
ス
の
良
い
位
置
に

あ
り
ま
す
。

ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
は
、
美
術
も
有

名
で
す
が
、
カ
ン
ペ
ー
ル
に
も
美

術
学
校
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に
日
本

人
女
性
の
方
が
一
人
在
籍
し
て
お

ら
れ
ま
す
。ISU

G
A

の
日
本
人
の

先
生
と
、
そ
の
方
と
何
度
か
お
茶

を
飲
み
ま
し
た
。近
く
、カ
ン
ペ
ー

ル
に
も
日
本
人
会
が
で
き
る
そ
う

で
、
フ
ラ
ン
ス
の
方
と
結
婚
さ
れ

た
日
本
人
の
女
性
が
活
発
に
活
動

し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
一
度
、

そ
の
家
に
呼
ば
れ
ま
し
た
が
、
そ

の
と
き
の
お
話
で
、
来
年
日
本
文

化
紹
介
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る

そ
う
で
す
。
カ
ン
ペ
ー
ル
に
在
住

し
て
い
る
日
本
人
は
本
当
に
少
な

い
の
で
、
私
も
参
加
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

カ
ン
ペ
ー
ル
や
周
辺
の
村
を
観

光
し
て
思
っ
た
こ
と
で
す
が
、
ブ

ル
タ
ー
ニ
ュ
に
住
む
人
々
は
、
自

分
た
ち
の
文
化
や
歴
史
に
非
常
に

誇
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。
ブ
ル

タ
ー
ニ
ュ
の
ス
ー
パ
ー
に
行
く
と

ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
の
旗
を
た
く
さ
ん

掲
げ
た
「
ブ
ル
ト
ン
コ
ー
ナ
ー
」

が
随
所
に
展
開
し
て
、
ブ
ル
タ
ー

ニ
ュ
の
名
産
品
が
売
ら
れ
て
い
ま

す
。年

末
は
か
な
り
冷
え
込
み
ま
し

た
が
年
明
け
に
な
る
と
比
較
的
暖

か
く
な
り
、
今
年
は
ナ
バ
ラ
で
は

め
ず
ら
し
く
暖
冬
で
し
た
。
し
か

し
一
月
末
に
な
る
と
、
雪
が
降
り

寒
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ス
ペ
イ

ン
北
部
に
あ
る
ナ
バ
ラ
で
は
雪
が

足
首
ほ
ど
し
か
積
も
ら
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
な
ぜ
か
南
の
方
で
は

一
メ
ー
ル
以
上
も
の
雪
が
積
も
っ

た
そ
う
で
す
。
ス
ペ
イ
ン
で
は
秋

に
も
南
の
方
で
洪
水
が
頻
繁
に
起

こ
り
、
雨
が
よ
く
降
る
は
ず
の
北

部
で
は
快
晴
の
日
が
続
く
な
ど
、

異
常
気
象
に
見
舞
わ
れ
て
い
ま
す
。

冬
休
み
は
２
週
間
、
ク
リ
ス
マ

ス
・
お
正
月
・los

tres
reyes

m
a -

gos

（
三
博
士
）
と
毎
日
がfiesta

（
パ
ー
テ
ィ
ー
）
で
し
た
。
ス
ペ

イ
ン
で
は
ク
リ
ス
マ
ス
にturron

（
ト
ゥ
ロ
ン
）
と
い
う
ア
ー
モ
ン

ド
で
で
き
た
お
菓
子
や
、polvoron

（
落
雁
の
よ
う
な
お
菓
子
）、man -

tecado

（polvoron

に
似
て
ラ
ー
ド

で
で
き
た
お
菓
子
）、乾
燥
フ
ル
ー

ツ
な
ど
を
食
べ
ま
す
。
こ
ち
ら
の

ク
リ
ス
マ
ス
は
家
族
・
親
戚
が
集

ま
っ
て
こ
れ
ま
で
の
一
年
を
振
り

返
り
、
こ
れ
か
ら
の
抱
負
を
語
り

合
う
の
で
、
ま
る
で
日
本
の
お
正

月
の
よ
う
で
し
た
。

大
晦
日
の
夜
は
、
前
菜
（
さ
ま

ざ
ま
な
種
類
の
ハ
ム
と
チ
ー
ズ
）、

サ
ラ
ダ
、
ス
ー
プ
、
海
老
、
蛙
の

炒
め
物
、
ス
テ
ー
キ
、
フ
ル
ー
ツ
、

お
菓
子
な
ど
日
本
で
い
う
と
、
一

日
の
う
ち
に
何
日
分
の
食
事
を
し

た
の
だ
ろ
う
と
思
う
く
ら
い
食
べ

ま
し
た
。
夕
食
後
は
各
自
ブ
ド
ウ

を
十
二
粒
用
意
し
、
テ
レ
ビ
放
送

さ
れ
る
マ
ド
リ
ー
ド
の
十
二
時
の

鐘
が
十
二
回
鳴
る
の
と
同
時
に
口

に
入
れ
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
が
終

わ
る
と
、

皆
に
握
手

と
相
手
の

両
頬
に
一

回
ず
つ
キ

ス
を
し
て

felicidades

（
あ
け
ま

し
て
お
め

で
と
う
）

と
祝
う
の

で
す
。

冬
休
み
最
後
の
イ
ベ
ン
トlos

tres
reyes

m
agos

は
一
月
五
日
の

夜
に
あ
り
ま
す
。
ス
ペ
イ
ン
で
は

こ
の
三
賢
人
が
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス

の
代
わ
り
に
、
こ
ど
も
た
ち
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
渡
し
ま
す
。
三
人
の

名
前
はM

elchor

（
メ
ル
チ
ョ
ー

ル
）、Gaspar

（
ガ
ス
パ
ー
ル
）、Bal -

tasar

（
バ
ル
タ
サ
ー
ル
）
で
す
。

順
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
ジ
ア
・
ア

フ
リ
カ
か
ら
き
た
こ
と
に
な
っ
て

い
て
、
三
大
陸
す
な
わ
ち
世
界
を

示
し
ま
す
。
夜
七
時
に
は
カ
ー
ニ

バ
ル
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
大

勢
集
ま
り
、
パ
レ
ー
ド
に
登
場
す

る
三
人
に
�calam

eros!!!

（
飴
ち
ょ

う
だ
い
�
）�
と
叫
ん
で
い
ま
し

た
。プ

レ
ゼ
ン
ト
は
五
日
の
夜
、
寝

て
い
る
間
に
靴
の
上
に
置
か
れ
る

の
で
、
前
も
っ
て
靴
を
磨
き
ま
す
。

そ
し
て
お
酒
と
ク
ッ
キ
ー
を
三
人

の
た
め
に
置
い
て
お
き
ま
す
。
翌

朝
、
靴
を
見
る
と
、
そ
こ
に
は
プ

レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
、
お
酒
も
ク
ッ

キ
ー
も
食
べ
た
後
が
あ
る
の
で
、

こ
れ
で
三
人
が
来
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
一
週
間

前
に
欲
し
い
も
の
を
手
紙
に
書
い

て
専
用
ポ
ス
ト
で
送
っ
て
い
る
の

で
、
自
分
の
希
望
の
も
の
か
ど
う

か
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
包
み
を
開

け
て
い
き
ま
す
。

ス
ペ
イ
ン
の
冬
休
み
は
こ
の
よ

う
に
毎
日
がfiesta

で
、
朝
ま
で

食
べ
て
騒
ぐ
と
い
う
日
々
で
し
た
。

ス
ペ
イ
ン
の
行
事
に
ス
ペ
イ
ン
の

家
族
と
過
ご
せ
る
こ
と
は
大
変
貴

重
で
、
こ
の
よ
う
な
経
験
が
で
き

た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

お
正
月
に
は
少
し
日
本
食
や
家
が

恋
し
く
な
り
ま
し
た
が
、
こ
ち
ら

の
家
族
の
お
か
げ
で
楽
し
く
過
ご

せ
ま
し
た
。
あ
と
半
年
す
る
と
日

本
に
戻
る
の
で
、
そ
れ
ま
で
た
く

さ
ん
の
思
い
出
を
作
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

第 ２ 号 �４ぶ ど う の 樹２００７年４月１０日


